
  

  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,182  13.5  155  48.4  157  42.4  112  △18.9

22年３月期第１四半期  1,042  △14.9  104  13.1  110  11.4  139  166.5

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  1,788  64  1,781  88

22年３月期第１四半期  4,451  38  4,444  03

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  5,773  5,152  89.2  81,672  10

22年３月期  5,875  5,133  87.4  162,776  76

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 5,152百万円 22年３月期 5,133百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  － － － － 3,000 00  3,000  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  0 00 － － 1,500 00  1,500  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,200  4.7  300  10.0  300  5.6  150  △37.4  2,378  23

通期  5,000  11.8  800  29.5  800  25.4  450  5.3  7,134  70



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      － 社             除外      － 社 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

（注）平成22年４月１日付をもって、普通株式１株につき２株の割合で株式分割しております。  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、１ページ【当四半期の連結業績等に関する

定性的情報】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 63,088株 22年３月期 31,536株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ －株 22年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 63,076株 22年３月期１Ｑ 31,250株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、海外経済の改善や緊急経済対策の効果などを背景に、景気

が持ち直しており、自律的回復への基盤が整いつつあるものの、失業率が高水準にあるなど、依然として厳しい状

況でありました。   

 このような経済環境のもと、国内自動車市場は、平成21年４月１日より導入された「環境性能に優れた自動車に

対する自動車重量税・自動車取得税の特例措置」（いわゆるエコカー減税）により、新車の販売台数が平成21年８

月度以降において、前年同月を上回る販売台数になる等、回復しつつあり、他方、広告市場は、自動車・関連品に

おけるマスコミ四媒体に対する広告出稿が、一部の広告媒体に回復の兆しがみられるものの、依然、前年度を下回

る状況が続き、厳しい環境でありました。社団法人日本自動車販売協会連合会の発表によると、平成22年４月から

６月の登録車（排気量660cc超）の新車販売台数は累計で約74万台（前年比126.5％）、軽自動車（排気量660cc以

下）の販売台数は累計で約41万台（前年比111.7％）となり、新車販売全体として、前年度を上回る水準になりま

したが、中古車の登録台数は、平成22年４月から６月において累計で約95万台（前年比96.0％）となり、エコカー

減税などの新車購入支援策で、中古車に対する割安感が薄れたことが影響し、大幅に減少した前年度をさらに下回

り、引き続き、低水準で推移しました。また、中古車輸出市場は、平成22年４月から５月の輸出台数は累計で約16

万台（前年比146.3％）となり、急激に減少した前年度を上回る水準で推移し、回復しつつあります（日本中古車

輸出業共同組合調べ）。  

  当社グループは、このような事業環境において、当第１四半期連結会計期間も、「クルマ」に特化した専門性の

高いインターネットメディア事業を展開し、自動車総合ウェブサイト「carview.co.jp」、ソーシャル・ネットワ

ーキング・サービス（ＳＮＳ)「みんなのカーライフ」(通称 みんカラ)、世界的に中古車の流通を支援するウェ

ブサイト「tradecarview.com」の３つのウェブサイトにおけるインターネットメディアとしての価値の向上、当社

グループが提供するインターネット広告サービスを利用する事業者の開拓及び事業者間ネットワークの構築を中心

に事業を進めてまいりました。 

 また、平成22年５月度より、海外事業における新サービスとして、「tradecarview.com」上で、売主（セラー）

からの委託を受けて買主（バイヤー）から商品の購入代金を、商品の引渡が確認できるまで預かる「PayTradeサー

ビス」の提供を開始しました。   

 当社グループの主力サービスである「中古車査定仲介サービス」、「トレードカービュー車両掲載サービス」等

のサービスをひとつにまとめたパッケージプランを導入し、事業者の新規開拓を進めるとともに、既存事業者を含

めた事業者全体の利便性の向上を図ったことにより、サービス利用事業者数も回復し、また、「みんカラ」関連の

広告サービスを提供することにより、新たにパーツ等の自動車用品事業者の開拓を進め、当社グループ全体の収益

力の向上に努めるとともに、新サービス等に対する先行投資を進めた結果、営業費用は増大しながらも、利益率の

高い事業が成長したことから、売上高、売上総利益が増大し、営業利益が大幅に増加しました。他方、平成22年６

月度の「carview.co.jp」及び「みんカラ」並びに「tradecarview.com」の月間総ページビュー数は約６億6939万

ページビュー(前年同月比4.9％増)、５月度には、過去最高である約７億2727万ページビュー（前年同月比5.9％

増）を記録するなど、インターネットメディアとして成長し続けております。 

 これらの結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高1,182,925千円（前年同四半期比13.5％増）、経常

利益157,399千円（前年同四半期比42.4％増）、四半期純利益112,820千円（前年同四半期比18.9％減）となりまし

た。 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（国内事業） 

当第１四半期連結会計期間における国内事業は、主要サービスである「中古車査定仲介サービス」の当第１四半

期連結会計期間の利用者数の合計が約98千人（前年同四半期比2.0％増）と増加しながらも、一方で、契約条件の

変更による収益性の低下及び利用者数の減少により「自動車保険仲介サービス」に係る売上高が大幅に減少したこ

とにより、営業費用の増加とあいまって、売上高及び営業利益は減少しました。以上の結果、当第１四半期連結会

計期間の国内事業の業績は、売上高755,661千円、営業利益147,959円となりました。 

  

（海外事業） 

当第１四半期連結会計期間における海外事業は、広告媒体である「tradecarview.com」の当第１四半期連結会計

期間の問い合わせ数は約294千件（前年同四半期比34.6％増）になる等、メディア価値はより一層高まり、また、

主要サービスである「トレードカービュー車両掲載サービス」を利用する事業者数が堅調に推移したことにより、

売上高及び営業利益は増加しました。以上の結果、当第１四半期連結会計期間の海外事業の業績は、売上高

225,795千円、営業利益87,506千円となりました。 

  

（広告事業）  

当第１四半期連結会計期間における広告事業は、自動車関連のナショナルクライアントにおける広告出稿が著し

く抑制される厳しい状況において、「タイアップ企画型広告掲載サービス」の企画内容の充実やイベントと連動し

た広告掲載サービスを展開する等、企画広告の品質と価値の向上に努めましたが、売上高は伸び悩み、また、コン

テンツ関連への投資を行ったため、営業費用が増加したことから、売上高及び営業利益は減少しました。以上の結

果、当第１四半期連結会計期間の広告事業の業績は、売上高88,340千円、営業利益1,309千円となりました。 

  

（ＳＮＳ事業）  

当第１四半期連結会計期間におけるＳＮＳ事業は、「クルマ」に関する専門性や地域性の高い消費者発信型メデ

ィアである「みんカラ」の価値を向上させるとともに、「みんカラ＋（プラス）」を中心とした広告サービスを提

供することにより、新たにパーツ等の自動車用品事業者の開拓を進めた結果、売上高は堅調に推移しました。以上

の結果、当第１四半期連結会計期間のＳＮＳ事業の業績は、売上高147,626千円と大幅な増収となり、営業利益

33,624千円と営業損益は著しく改善されました。 

  

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前連結会計年度末

に比べ、70,311千円減少し、4,651,698千円(前年同四半期比444,936千円増)となりました。各キャッシュ・フロー

の状況とその要因は、次のとおりであります。  

  

（営業活動のキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は、29,055千円(前年同四半期比102,053千円減)となりました。これは、主に税金

等調整前四半期純利益144,250千円及び減価償却費22,984千円の計上、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額

12,519千円、売上債権の減少額63,774千円、法人税等の支払額199,599千円によるものであります。 

  

（投資活動のキャッシュ・フロー） 

 投資活動に使用した資金は、9,881千円(前年同四半期比837千円増)となりました。これは、有形固定資産の取得

による支出8,424千円、無形固定資産の取得による支出8,190千円、差入保証金の差入による支出3,000千円、差入

保証金の回収による収入9,733千円によるものであります。 

  

（財務活動のキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は、88,679千円(前年同四半期比89,119千円増)となりました。これは、株式の発行

による収入989千円、配当金の支払額89,668千円によるものであります。 

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間における連結売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに、計画通りの水準で

推移しております。そのため、第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきまして、変更せず前回公表

数字と同額を見込んでおります。 



（１）重要な子会社の異動の概要 

 当第１四半期連結会計期間において、重要な子会社の異動はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

  当第１四半期連結会計期間において、該当事項はありません。 

  

２．特有の会計処理 

  当第１四半期連結会計期間において、該当事項はありません。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。   

  

・表示方法の変更 

  当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26

日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年

３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純

利益」の科目で表示しております。   

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,651,698 4,722,010

売掛金 615,502 679,276

仕掛品 14,416 14,909

前払費用 67,187 70,895

繰延税金資産 106,577 110,542

その他 2,181 4,947

貸倒引当金 △103,464 △103,323

流動資産合計 5,354,100 5,499,258

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 37,350 24,849

工具、器具及び備品（純額） 65,680 54,026

有形固定資産合計 103,030 78,876

無形固定資産   

商標権 46,086 47,048

ソフトウエア 125,925 138,779

その他 23,540 6,568

無形固定資産合計 195,553 192,396

投資その他の資産   

繰延税金資産 17,449 12,731

差入保証金 103,064 92,675

投資その他の資産合計 120,514 105,406

固定資産合計 419,098 376,679

資産合計 5,773,198 5,875,937



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 183,627 209,168

未払金 133,142 88,134

未払費用 61,031 92,891

未払法人税等 35,596 209,763

未払消費税等 21,080 26,804

その他 159,199 115,846

流動負債合計 593,678 742,609

固定負債   

資産除去債務 26,990 －

固定負債合計 26,990 －

負債合計 620,669 742,609

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,570,232 1,569,737

資本剰余金 1,706,394 1,705,899

利益剰余金 1,875,903 1,857,690

株主資本合計 5,152,529 5,133,327

純資産合計 5,152,529 5,133,327

負債純資産合計 5,773,198 5,875,937



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,042,021 1,182,925

売上原価 487,806 517,631

売上総利益 554,215 665,294

販売費及び一般管理費 449,574 509,998

営業利益 104,640 155,295

営業外収益   

受取利息 3,872 1,845

その他 2,325 1,076

営業外収益合計 6,197 2,921

営業外費用   

為替差損 312 805

その他 － 12

営業外費用合計 312 818

経常利益 110,525 157,399

特別損失   

固定資産除却損 － 629

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,519

特別損失合計 － 13,148

税金等調整前四半期純利益 110,525 144,250

法人税、住民税及び事業税 12,259 32,183

法人税等調整額 △40,840 △753

法人税等合計 △28,580 31,430

少数株主損益調整前四半期純利益 － 112,820

四半期純利益 139,105 112,820



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 110,525 144,250

減価償却費 23,912 22,984

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,734 140

為替差損益（△は益） 312 805

受取利息及び受取配当金 △3,872 △1,845

固定資産除却損 － 629

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,519

売上債権の増減額（△は増加） 33,027 63,774

たな卸資産の増減額（△は増加） 81 492

その他の資産の増減額（△は増加） △867 7,080

仕入債務の増減額（△は減少） △31,896 △25,541

未払金の増減額（△は減少） △5,193 3,106

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,836 △5,723

その他の負債の増減額（△は減少） △9,081 4,741

小計 134,520 227,417

利息及び配当金の受取額 3,268 1,238

法人税等の支払額 △6,678 △199,599

営業活動によるキャッシュ・フロー 131,109 29,055

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,851 △8,424

無形固定資産の取得による支出 △5,192 △8,190

差入保証金の差入による支出 － △3,000

差入保証金の回収による収入 － 9,733

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,044 △9,881

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 440 989

配当金の支払額 － △89,668

財務活動によるキャッシュ・フロー 440 △88,679

現金及び現金同等物に係る換算差額 △312 △805

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 122,192 △70,311

現金及び現金同等物の期首残高 4,084,569 4,722,010

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,206,762 4,651,698



 該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業区分は、各事業を統括する組織体制を考慮した経営管理上採用している区分によっております。 

２．事業区分の内容 

   (1) 国内事業 

 「中古車査定仲介サービス」、「自動車保険仲介サービス」等、国内の自動車流通に関わる広

告掲載サービス及びそれらに付随して提供される「カービュー保証サービス」等に係る事業であ

ります。これらの広告掲載サービスは、主に車両情報や郵便番号等のユーザー情報に基づいて、

広告掲載をしている事業者情報等を表示するサービスであります。 

   (2) 海外事業 

 「tradecarview.com」を広告媒体として提供される広告掲載サービス及び「tradecarview.com」

を利用した輸出手続等のコンサルティングサービス等に係る事業であります。なお、セグメント間

の内部振替高は、国内事業における広告掲載サービスに含まれて提供されている「トレードカービ

ュー車両掲載サービス」分であり、販売価格にて振り替えを行っております。 

   (3) 広告事業 

 「carview.co.jp」を広告媒体として提供される広告掲載サービス等に係る事業であります。な

お、セグメント間の内部振替高は、国内事業において提供されている「中古車査定仲介サービス」

の利用者獲得のための広告掲載料であり、市場価格等を勘案した一般的な取引条件と同様に決定

し、その価格にて振り替えを行っております。 

   (4) ＳＮＳ事業 

 「みんカラ」を広告媒体として提供される広告掲載サービス等に係る事業であります。なお、セ

グメント間の内部振替高は、国内事業において提供されている「中古車査定仲介サービス」の利用

者獲得のための広告掲載料であり、市場価格等を勘案した一般的な取引条件と同様に決定し、その

価格にて振り替えを行っております。 

３．「消去又は全社」に含めた金額及び主な内容は以下のとおりであります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
国内事業 
（千円） 

海外事業
（千円）

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する 

  売上高 
 785,280  115,729  71,558  69,453  1,042,021  －  1,042,021

(2) セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 －  18,550  62,476  1,514  82,540  △82,540  －

計  785,280  134,279  134,035  70,967  1,124,562  △82,540  1,042,021

営業利益又は 

営業損失（△） 
 148,180  36,642  49,488  △28,535  205,776  △101,135  104,640

  
前第１四半期
連結累計期間
（千円） 

主な内容 

消去又は全社の項目に含め

た配賦不能営業費用の額 
 101,135

提出会社の管理部門等の費用及び各セグメント共通の

費用で便益の程度が直接把握できない費用  



４．事業区分の変更 

 従来、事業の種類別セグメントの区分につきましては、提供される広告サービスの内容及び特性を考慮して

「リスティング広告事業」及び「メディア広告事業」、それらの広告サービスに付随して提供されるサービス

である「コンサルティング事業」及び「その他の事業」の４区分としており、「リスティング広告事業」にお

いて提供している「中古車査定仲介サービス」、「メディア広告事業」における「carview.co.jp」を広告媒

体とした広告掲載サービスを中核事業として展開してまいりました。 

 しかしながら、従来、「リスティング広告事業」に属していた「tradecarview.com」を広告媒体とした広告

掲載サービス、「メディア広告事業」に属していた「みんカラ」を広告媒体とした広告掲載サービスが、それ

ぞれ、独立したひとつの事業として成長しつつあり、また、これら２つの事業を加えた４つの事業を新たな中

核事業として位置づけ、さらなる成長を目指すべく、平成21年４月１日に、自立的な業務執行体制を確立する

ことを目的に、各事業を統括する部門として、「国内事業部」、「海外事業部」、「広告事業部」、「ＳＮＳ

事業部」を設置する組織変更を行いました。 

 この組織変更に伴い、事業の種類別セグメントの区分は、従来、「リスティング広告事業」の区分に属して

いた「国内事業」と「海外事業」を分割し、「メディア広告事業」の区分に属していた「広告事業」と「ＳＮ

Ｓ事業」を分割し、さらに、「コンサルティング事業」は「海外事業」に付随して行われていることから「海

外事業」に含め、「その他の事業」は「国内事業」に付随して行われていることから「国内事業」に含めるこ

とにより、新たに設置された事業部を集計単位の基礎とする経営管理上採用しているセグメントの区分に変更

しました。この経営管理上採用しているセグメントの区分への変更により、前連結会計年度まで消去又は全社

の把握が可能となり、さらに、各事業の状況をより適切に反映するために、上記「２．事業区分の内容」に記

載のとおり、当連結会計年度より新たに内部振替制度を採用しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報を当第１四半期連結累計期間の事業区分の

方法により区分した場合、以下のとおりになります。 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

【所在地別セグメント情報】 

  前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

   本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。  

 【海外売上高】 

  前第１四半期連結会計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

   海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  
国内事業 
（千円） 

海外事業
（千円）

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する 

  売上高 
 970,930  142,165  101,221  10,097  1,224,415  －  1,224,415

(2) セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 －  15,850  70,581  696  87,127  △87,127  －

計  970,930  158,015  171,803  10,794  1,311,543  △87,127  1,224,415

営業利益又は 

営業損失（△） 
 189,663  70,470  67,374  △115,534  211,973  △119,427  92,545



 【セグメント情報】  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、各事業を統括する組織体制として事業部を設置し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は事業部を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「国内事業」、「海外事

業」、「広告事業」、「ＳＮＳ事業」の４つを報告セグメントとしております。 

 「国内事業」は、国内の自動車流通に関わる広告掲載サービス及びそれらに付随して提供されるサービスに

係る事業であります。「海外事業」は、「tradecarview.com」を広告媒体として提供される広告掲載サービス

及び輸出手続き等のコンサルティングサービスに係る事業であります。「広告事業」は、「carview.co.jp」

を広告媒体として提供される広告掲載サービスに係る事業であります。「ＳＮＳ事業」は、「みんなのカーラ

イフ（みんカラ）」を広告媒体として提供される広告掲載サービスに係る事業であります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計規準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

 該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント 

合計 
（千円） 国内事業 

（千円） 
海外事業 
（千円） 

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

売上高                              

(1) 外部顧客に対する 

 売上高 
755,661  209,195  71,663  146,405  1,182,925

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  16,600  16,677  1,220  34,497

計  755,661  225,795  88,340  147,626  1,217,423

セグメント利益  147,959  87,506  1,309  33,624  270,400

利益 金額 

報告セグメント計  270,400

全社費用（注）  △115,104

四半期連結損益計算書の営業利益  155,295

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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